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佐藤健裕

―対前年度比、％。なお、＜＞内は政策委員見通しの中央値。
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（2015/1月）

• 2014～2016年度の政策委員の大勢見通し
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主要国の物価上昇率

図表２

・ 消費者物価上昇率（総合）
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（注）日本の2014/4月以降は、消費税率引き上げの直接的な影響を調整した試算値。
（資料）Bloomberg

2.4 

3.2 
（％）

主要国の中長期的な予想物価上昇率

・ ５年先５年インフレ・スワップ・レート
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「量的・質的金融緩和」の拡大

図表４

・マネタリーベースの年間増加額を約60～70兆円
から約80兆円に拡大。

・長期国債の保有残高の年間増加額を約50兆円か長期国債の保有残高の年間増加額を約50兆円か
ら約80兆円に拡大。

・長期国債買入れの平均残存期間を７年程度から
７～10年程度に延長。

・ETF・J-REITの保有残高の年間増加額をそれぞれ
約３兆円、約900億円に拡大（従来の３倍増）。
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賃金改定の状況
図表６

①定期昇給、ベア推移 ②賃金改定時に物価を重視した割合
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7（資料） 厚生労働省、中央労働委員会
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＜低下要因＞ 国債買入れ

（名目） ＝ 予想短期金利 プレミアム＋

長期金利の変動要因

図表８

＜上昇要因＞
景気･物価見通し改善

• 米国金利上昇

• ﾎﾞﾗﾃｨﾘﾃｨの上昇

• 財政リスク 等

長期金利
予想短期金利 プレミアム＋
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